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附
則
第
十
四
条
第
二
項
中
「
区
域
で
」
を
「
区
域
の
う
ち
」
に
、「
も
の
」
を
「
区
域
」
に
、「
平
成
三
十
一
年
三
月

三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
に
、「
第
四
十
二
条

の
四
第
三
項
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
四
項
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九

第
八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
」
を

削
り
、「
平
成
二
十
三
年
改
正
法
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
一

年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
設
備
又
は
専
ら
可
燃
性
天

然
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
充
塡
す
る

た
め
の
設
備
で
、」を
「
設
備
で
」
に
、「
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を

「
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
三
分
の
二
」
を
「
四
分
の
三
」
に

改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
第
二
十

四
項
」
を
「
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年

三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
又
は
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
効
率
化
事
業
者
（
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法

律
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貨
物
会
社
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
総
合
効
率
化
事
業
者
」
と
い
う
。）が

平
成
二
十
三
年
改
正
法
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
（
総
合
効
率
化
事
業
者
に
あ
つ
て

は
、
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第

三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
の
間
」
を
「
が
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
製
造
等
対
象
期
間
」
と
い
う
。）内
」に
、

「
も
の
を
、
取
得
し
て
、
又
は
」
を
「
も
の
を
、
取
得
し
て
、
若
し
く
は
」
に
、「
に
は
、
当
該
車
両
に
対
し
て
」
を

「
又
は
製
造
等
対
象
期
間
内
に
改
良
さ
れ
た
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
事
業
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ

ら
の
車
両
（
改
良
さ
れ
た
車
両
に
あ
つ
て
は
、
当
該
車
両
の
当
該
改
良
さ
れ
た
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）に
対
し
て
」
に
、「
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
」
を
「
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
」
に
、「
に
限
り
、
当
該
」

を
「
に
限
り
、
こ
れ
ら
の
」
に
、「
又
は
総
合
効
率
化
事
業
者
が
当
該
車
両
を
、
取
得
し
て
、
又
は
取
得
し
た
後
に
当

該
車
両
を
他
の
者
に
譲
渡
し
、
当
該
者
か
ら
当
該
車
両
を
賃
借
し
て
、
こ
れ
を
事
業
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
当

該
」
を
「
が
製
造
等
対
象
期
間
内
に
新
た
に
製
造
さ
れ
た
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
取
得
し
て
、
若
し
く
は
取

得
し
た
後
に
当
該
車
両
を
他
の
者
に
譲
渡
し
、
当
該
者
か
ら
当
該
車
両
を
賃
借
し
て
、
こ
れ
を
事
業
の
用
に
供
す
る

場
合
又
は
製
造
等
対
象
期
間
内
に
改
良
さ
れ
た
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
事
業
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
十
七
項
を
同
条
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」

を
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
六
号
」
を
「
第
四
十
二
条
の
四
第
八
項
第
七
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
七
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
を
同
条
第
四
十
六
項
と
し
、同
条
第
四
十
四
項
中「
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、

同
条
第
四
十
三
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
二
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
一
項
中
「
平
成
二
十
八
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
」
に
、「
災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条

第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
輸
送
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
ケ
ー
ブ
ル
等
設
備（
」

に
、「
道
路
そ
の
他
の
」
を
「
道
路
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
」
に
、「「
緊
急
輸
送
道
路
」
を「「
道
路
等
」

に
改
め
、「
除
く
」
の
下
に
「
。
）を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
設
備
に
対
し
て
」
を
「
ケ
ー

ブ
ル
等
設
備
に
対
し
て
」
に
、「
限
り
、
当
該
設
備
」
を
「
限
り
、
当
該
ケ
ー
ブ
ル
等
設
備
」
に
、「
の
三
分
の
二
（
同

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
占
用
の
禁
止
又
は
制
限
の
指
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
電
柱
の
新
設
が
禁

止
さ
れ
た
緊
急
輸
送
道
路
の
区
域
の
地
下
に
埋
設
す
る
た
め
に
新
設
し
た
当
該
設
備
に
あ
つ
て
は
、
当
該
設
備
に
係

る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
二
分
の
一
）
の
」
を
「
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
得
た
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

道
路
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
の
占
用
の
禁
止
又
は
制

限
の
指
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
電
柱
の
新
設
が
禁
止
さ
れ
た
区
域
の
地
下
に
埋
設
す
る
た
め
に
新
設
し
た

ケ
ー
ブ
ル
等
設
備

二
分
の
一

二

災
害
対
策
基
本
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
地
域
防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
た
同
条
第
二
項
第

三
号
に
規
定
す
る
輸
送
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ
た
道
路
等
の
地
下
に
埋
設
す
る
た
め
に
新
設
し
た
ケ
ー
ブ

ル
等
設
備
（
前
号
に
掲
げ
る
設
備
を
除
く
。）
四
分
の
三

附
則
第
十
五
条
第
四
十
一
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
三
十
六
項
か
ら
第
四
十
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰

り
下
げ
、
同
条
第
三
十
五
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
四
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
三
項
中
「
平
成
二
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、「
六
分
の
五
」
を
「
十
二
分
の
十
一
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第

三
十
二
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
か
ら
第
三
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第

二
十
八
項
中
「
第
四
十
項
」
を
「
第
四
十
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
中

「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と

し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
平
成
三
十
年
度
」
を
「
平
成
三
十
二
年
度
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、

同
条
第
二
十
五
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
四
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、

同
条
第
二
十
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同

条
第
十
八
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
十
九
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

17

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
効
率
化
事
業
者

（
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
貨
物
会
社
を

除
く
。）が
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年

法
律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
た
に
製
造
さ
れ
た
車
両
で

政
令
で
定
め
る
も
の
を
、
取
得
し
て
、
又
は
取
得
し
た
後
に
当
該
車
両
を
他
の
者
に
譲
渡
し
、
当
該
者
か
ら
当
該

車
両
を
賃
借
し
て
、
こ
れ
を
事
業
の
用
に
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
車
両
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
車
両
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
さ
れ

る
こ
と
と
な
つ
た
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
限
り
、
当
該
車
両
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と

な
る
べ
き
価
格
の
五
分
の
三
の
額
と
す
る
。

附
則
第
十
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

49

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
八
条
の
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
帰
還
環
境
整
備
推
進
法
人
が
平
成
三
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
帰
還
環

境
整
備
事
業
計
画
に
記
載
さ
れ
た
事
業
（
同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
公
益
的
施
設
又
は
特
定
公

共
施
設
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
対
象
特
定
公
共
施
設
等
」
と
い
う
。）の
整

備
に
関
す
る
事
業
に
限
る
。）に
よ
り
整
備
し
た
対
象
特
定
公
共
施
設
等
の
用
に
供
す
る
土
地
及
び
償
却
資
産
で
政

令
で
定
め
る
も
の
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
、
第
三

百
四
十
九
条
の
二
又
は
第
七
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
対
象
特
定
公
共
施
設
等
に
係
る
工
事

が
完
了
し
た
日
の
属
す
る
年
の
翌
年
の
一
月
一
日
（
当
該
工
事
が
完
了
し
た
日
が
一
月
一
日
で
あ
る
場
合
に
は
、

同
日
）
を
賦
課
期
日
と
す
る
年
度
か
ら
五
年
度
分
の
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
に
限
り
、
当
該
土
地
及
び
償

却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一
の
額
と
す
る
。

50

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
九
号
）
附
則
第
一

項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
法
第
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
同
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て
同
法
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に

規
定
す
る
土
地
使
用
権
を
取
得
し
た
者
が
当
該
特
定
所
有
者
不
明
土
地
を
使
用
す
る
同
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定

す
る
地
域
福
利
増
進
事
業
に
よ
り
整
備
す
る
施
設
の
用
に
供
す
る
土
地
及
び
償
却
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に

対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
又
は
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
は
、
第
三
百
四
十
九
条
、
第
三
百
四
十
九
条
の
二
又

は
第
七
百
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
当
該
土
地
使
用
権


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